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深江化成株式会社（兵庫支部） 
 
今回は兵庫県神戸市にある 

深江化成㈱の代表取締役社長 

木村 昌一 様を訪ねました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

発足当時は㈱木村商店という名前で、英国ダンロップの兵庫

総代理工場として工業ゴムの成形品を作っていました。その

後、その工場をプラスチック成形の専用の工場とし、現在の

深江化成㈱となりました。 

理化学業界で自社ブランドの WATSON を展開しており、ラ

イフサイエンス・バイオテクノロジーに特化したプラスチッ

ク成形メーカーとして、国内トップシェアを誇っております。

日本では基礎化学が遅れており、そこで活用する機材等を製

造している会社も少ないのが現状です。売上の 95％は国内向

けです。 

                           
 

 

 

 

●製造している製品 

当社は射出成形により、ライフサイエンス研究用途の消耗品を中心

に製造しています。 

 

最近注目をいただいている製品としては、以下のようなものがあり

ます。 

リューコキャッチ 2：血液から白血球だけを取り除く白血球回収デ

バイス 

微生物プリザ：大腸菌や酵母などの微生物株を生きたまま乾燥保存

するための容器。従来の凍結保存法よりも長期間、微生物株を生存

状態で保つことができます。常温で保管するので、持ち運びも便利

で、凍結融解の繰り返しによる劣化も防ぐことが可能となりました。 

 

 

本社住所 兵庫県神戸市西区室谷 2-2-7 

電話／FAX 078-991-4488／078-991-4491 

資本金 88,125千円 

創業 1951年 2月（1966年 3月改称） 

成形機 27台 

クリーンルーム クラス 1万（1室） 

クラス 10万（3室） 

従業員数 100名（関連会社含む）  

関連会社 ワトソン株式会社 

会社・製品について 

会社の概要について 

販売製品 



製品への製品方針 

 

ワトソン・ヌクレアーゼ・フリー・マーク 
 

社内の休憩室 
 

●会社の強み 

10 年後 20 年後を見据えて、いろいろな製品の開発を継続してきたこ

とで、取引先から信頼を得ることができていると考えています。 

大学で製品が使用されていると、卒業生が将来就職したときに学生時

代に使用していた同じの製品を引き続き使っていただけることもあり、

そのために 5年後、10年後への種を撒きながら、販売していると言え

るかもしれません。 

 

さらに、いろいろな大学や研究所と共同開発などを行っています。将

来的には、我々の製品を使わないと実験ができないようになるほどに

普及すればいいなと思っております。 

 

●WATSON（ワトソン）ブランドについて 

大学や研究所に販売をするときに、研究者などになじみのある名前に

し、扱っている製品をイメージしやすくするためにブランド名を

WATSON（ワトソン）としました。ちなみにワトソンとは、フランシ

ス・クリックと共に DNA二重らせん構造を提唱したジェームズ・ワト

ソンからいただきました。 

 

 

 

 

 

 

●品質管理体制 

Human DNA/RNase/DNase-FREEの製品を製造するために、  

成形機はクラス 10万の高い清浄度に保たれたクリーンルーム

内にあり、製造ラインでは、なるべく人の手に触れることなく

製品を成形後、すぐに包装しています。また、クリーンルーム

へは特殊技能スタッフのみが入室を許可されており、厳しく管

理されています。 

さらに、製品には、検査機器の取り扱いに習熟した人員による

抜取検査を行っており、抜き取ったサンプルは 6ヶ月間、検査

記録は 3年間保管しています。 

 

●証明体制 

ライフサイエンス研究用途の製品なので、ヒトの DNAや細菌

が付着していると正しい研究結果を得られないことになりま

す。 

そのため、DNA や細菌が付着していないか検査を行い、電子

線照射滅菌証明や Human DNA/RNase/DNase-FREE証明を

基に、品質を保証していることが、取引先からの信頼へと繋が

っていると思います。 

  

●取引先からの要望への対応 

この分野は、日進月歩で技術革新が進み、検査・研究の対象も

常に変化しています。そのような状況で大学や研究機関からの

新たな要望に素早く対応できるように努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事において意識していること 



試作用射出成形機 

 

 

 

 

 

●人材育成 

販売製品は基礎研究分野に関連することが多いので、その点についての知識量や製品の管理に精通す

る人材の不足を懸念しています。 

 

●原料の選定 

タンパク質が吸着しにくい PP を実験を重ねてようやく発見し、

それを原料に製品を作っていたのですが、原料メーカーが生産

を中止したため、また一から原料を探さないといけなくなった

事例がありました。原料メーカーへの供給に関する要望も、使

用量が少ないことから相手にされないこともあります。最適な

原料の調達には、頭を悩ませています。 

 

 

 

 

 

 

●海外展開 

現在は日本での販売がメインで、今後は海外への展開を考えてい

ます。海外の製品は、ドイツ製・アメリカ製が多い中、アメリカ

に進出し、販売することを目標としています。海外企業にはない

日本らしい製品や、取引先からの要望に素早く対応し新製品を開

発することなどを強みにしたいと考えています。 

消耗品の輸出は輸送コストが高くつくため、ピペッター等の器具

類を中心に輸出展開していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 会社を拝見して ※ 

製品の品質を確保するために、厳しい基準の品質管理体制を敷き、その品質を守るための優秀な人材

がいることによって、取引先からの厚い信頼を得ていることを強く感じました。製品開発に当たって、

大学や研究所と連携し、新たなものを開発していき、時代をリードしていると感じました。日本のラ

イフサイエンス・バイオテクノロジー分野の発展に寄与しておられること、また、日本だけにはとど

まらず、海外への展開を視野に入れた製品作りを意識しておられることから、プラスチック製品製造

業のひとつの新しい形がそこにあるように感じました。 

 

 

◎ありがとうございました 

取材：事務局 平田・平 

 

 

掲載希望の方は事務局（06－6214－8300）までご連絡ください。 

次号は協和化成㈱（京滋支部）と㈱三共プラス（大阪中央支部）の訪問記事を掲載予定です。 

 

苦労していること 

会社の今後の方針について 


